


【国保】 

 

Ｋ-1 伝達麻酔 

 

《令和２年９月８日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、下顎大臼歯部の「歯槽膿瘍（ＡＡ）」病名に対する口腔内消

炎手術を行う際の伝達麻酔の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

炎症のある下顎大臼歯部に対する浸潤麻酔は比較的奏効しにくいため、

当該部位の「歯槽膿瘍（ＡＡ）」病名に対して口腔内消炎手術を行う場合

には、下顎孔への伝達麻酔によって良好な麻酔効果が期待できる。 



【国保】 

 

Ｋ-2 伝達麻酔② 

 

《令和３年２月２６日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、下顎第一小臼歯に対して伝達麻酔の算定を認める｡ 

 

○ 取扱いの根拠 

炎症症状等があり浸潤麻酔が比較的奏効しにくい場合は、下顎臼歯部及

びその周囲の歯周組織に奏効する伝達麻酔を行うことにより良好な麻酔

効果が期待できる。 



【国保】 

 

Ｋ-3 伝達麻酔③ 

 

《令和３年２月２６日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、下顎臼歯部の歯周外科手術を行うにあたって伝達麻酔の算

定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

手術を行う部位や周囲組織の広範囲に麻酔が必要な場合は、下顎臼歯部

及びその周囲組織に奏効する伝達麻酔を行うことにより良好な麻酔効果

が期待できる。 



【国保】 

 

Ｋ-4 伝達麻酔④ 

 

《令和３年２月２６日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、「Ｊ０１３ 口腔内消炎手術 １ 智歯周囲炎の歯肉弁切

除等」を行うにあたって伝達麻酔の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

炎症症状があり浸潤麻酔が比較的奏効しにくい場合等は、下顎臼歯部及

びその周囲組織に奏効する伝達麻酔を行うことにより良好な麻酔効果が

期待できる。 



【国保】 

 

Ｋ-5 伝達麻酔⑤ 

 

《令和３年２月２６日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、「Ｐ」病名で、下顎臼歯部の抜歯手術を行うにあたって伝

達麻酔の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

手術を行う部位や周囲組織の広範囲に麻酔が必要な場合は、下顎臼歯部

及びその周囲組織に奏効する伝達麻酔を行うことにより良好な麻酔効果

が期待できる。 



【国保】 

 

Ｋ-6 静脈内鎮静法 

 

《令和３年９月７日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、難抜歯手術（難抜歯加算）を行うにあたって、静脈内鎮静

法の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

難抜歯手術時に精神的な緊張感を緩和する必要がある場合等は、当該手

術に静脈内鎮静法を行うことが臨床上あり得るものと考えられる。 



【国保】 

 

Ｋ-7 吸入鎮静法 

 

《令和４年９月２６日新規》 

 

 

○ 取扱い 

原則として、根管貼薬時の吸入鎮静法の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

根管貼薬時であっても、歯科治療時の不安感を緩和するために吸入鎮静

法を行うことが臨床上あり得るものと考えられる。 


